


本時の目標 

グループで設定したテーマを伝えることができる作品をつくることができる。 

 

学びを豊かにするための手立て 

本時では，生徒の学びが豊かになった様相として，「クラス全員がグループらしさを身体で表現する姿」また，

「どうすればクラス全員がグループらしさを表現することができるのかを考え，学習に取り組む姿」と設定する。

そのための手立てを３点あげる。 

一つ目は，全員達成という学習課題の設定を行う。クラス全員という意識づけを行うことで，生徒が豊かに学

ぶ姿を引き出したい。 

二つ目は，学習環境の整備を行う。生徒一人一人が自分や仲間の実態に応じて学習方法を選択できるよう，移

動式ミラー，プロジェクター，iPad，ホワイトボード等を用意した。 

三つ目は，振り返り活動の充実である。学習内容だけでなく「全員が課題を達成できたか」という視点からも

振り返りを行っていく。その成果と課題を単元で活用していくなかで，生徒の豊かな学びを創造したい。 

 

学習の展開 

学 習 活 動 と 内 容 指導上の留意点（◆評価） 

□基本技能を活用したウォーミングアップを行う。 

 ・アイソレーション・アップ・ダウン 

 ・基本ステップ８個 

○ウォーミングアップの目的を意識して実施

しているかを観察し，意識が低いようであ

れば，集合させ目的の再確認を行う。 

□学習課題の確認をする。 

 

 

 

□課題達成に向けた学習を行う。 

 

○学習課題と，課題達成に向けて何をすべき

なのかを説明する。 

 

 

○課題に意識が向いていない生徒がいた場合

には，他の生徒が，その生徒を学習活動に

戻すように促す。 

○残り時間の伝達や課題の達成状況の確認を

助言し，課題解決に向けての意識を高め

る。 

◆全員が学習課題を達成できるように，工夫

した行動ができたか【思考・判断】。 

□振り返りをする。 

・全員達成できたかどうかを確認する。 

・課題を達成できた人の工夫点を共有する。 

○全員が学習課題を達成できるように工夫し

ている行動例を上げ，評価する。 

○生徒に課題を達成するために工夫したこと

を発言させる。 

◆グループで設定したテーマを伝えることが

できる作品をつくることができる。【技

能】。 

 

グループで設定したテーマを伝えることができる作品をつくることができる。 


